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◎結成何年目ですか？
　平成23年に結成。今年で７年目です。
◎結成のきっかけは？
　日本舞踊、とりわけ若柳流の特徴である繊細か
つ品のある踊りの魅力と楽しさを少しでも多くの
人たちに伝えたいと思い、活動を始めました。
◎活動の内容は？
　活動は稽古と舞台発表です。初めは「何を準備す

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

◎活動の魅力は？
　若柳流は日本五大流派の一つで、振りを細やかに
丁寧に、心を込めて踊るように心掛けています。そ
の中で稽古を積むたび、上達が実感できることは魅
力で、舞台で発表できた時の達成感は格別です。
◎活動日・場所
▶集団稽古　月２回（土曜日の午前中）／田頭コ
ミュニティセンター▶個人稽古　平日の午後５時
から７時まで（要相談）／聖鈴会稽古場
現在、３歳から大人まで幅広いメンバーで活動し
ています。まずは見学から、気軽にご相談を。
◎発表会の日程
▶市芸術祭　10月２8日㈯・29日㈰▶県芸術祭　11
月19日㈰▶田頭コミュニティセンター祭り　11月
２5日㈯・26日㈰▶市芸術文化協会西根支部芸能ま
つり　平成30年２月（予定）▶盛岡芸術祭　６月
（予定）▶市芸術文化協会芸能発表会　７月（予定）
■問い合わせ先　代表・若柳聖鈴（日景）（☎76-
3643）

メンバー13人（８月31日現在）
代表者：若柳 聖鈴さん＝中平笠＝

手振りの繊細な動きを確認しな
がら稽古に励みます（９月９日）

ればいいですか？」「私でもできますか？着物の着
方も分からないで
す」など不安そう
に声を掛けてくる
人がほとんどです
が、難しいことは
なく気軽に始めら
れます。

安
比
高
原
ブ
ナ
の
駅
に
あ

る“
中
の
ま
き
ば
”に

は
、６
月
上
旬
か
ら
10
月
下
旬

ま
で
、
芝
草
原
再
生
の
た
め
に

５
、６
頭
の
馬
た
ち
が
い
ま
す
。

い
つ
も
の
ん
び
り
草
を
食は

ん
で

い
る
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
忙
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
４
歳
の
牝
馬
は
滝
沢
・

盛
岡
市
の“
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬

コ
”や
遠
野
市
の“
遠
野
南
部

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
”、福
島
県
の“
相そ

う
ま馬

野の
ま
お
い

馬
追
”に
参
加
し
ま
し
た
。

も
う
一
頭
の
４
歳
の
牡
馬

は
、
安
代
地
区
細
野
の

里
山
か
ら
間
伐
材
を
運
び
出

す
馬ば
は
ん搬

に
参
加
。地
元
の
皆
さ

ん
と
㈲
関
善
林
業
の
ご
協
力

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。そ
の

馬
搬
材
は“
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
in
い
わ
て
”【
関
連

23
㌻
】の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
イ
ベ

ン
ト
で
は“
中
の
ま
き
ば
”の

馬
が
引
く
馬
車
に
乗
車
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、家
族
で

楽
し
む
姿
や
、立
派
に
仕
事
を

す
る
馬
を
見
て
、私
は
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

今月の担当
阿部 文

ふ み こ

子 さん

芝
草
原
再
生
活
動
の
一
環

と
し
て
野
焼
き
イ
ベ
ン

ト
を
１０
月
２９
・
３０
日
に“
中
の

ま
き
ば
”で
行
い
ま
す
。興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
安
比
高

原
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
（
☎

７
３・６
２
２
８
）

馬車の乗車体験を楽し
む子どもたち

里山での馬搬
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